
今夜はこれで決まり！

2014
No.11510月号

　たこがなければおかず無し！？のアドベン
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１
次
産
業
の
発
展
を
目
指
し
て
町

と
弘
前
大
学
食
料
科
学
研
究
所
が
、

連
携
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
を
記
念

し
、
９
月
６
日
、
「
水
産
物
高
機
能

ブ
ラ
ン
ド
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
町
民

文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
か
つ
て
は
50
億
円
を
超
え
て
い
た

町
の
漁
獲
額
も
魚
価
の
低
迷
や
漁
業

従
事
者
の
減
少
等
に
よ
り
、
昨
年
は

23
億
円
弱
に
ま
で
落
ち
込
み
、
町
に

は
閉
塞
感
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
状
況
を
打
破
し
、
基
幹
産
業
の

漁
業
の
将
来
に
向
け
て
の
振
興
策
を

探
ろ
う
と
、
水
産
関
係
者
約
80
名
が

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
始
め
に
「
深
浦
町
に
お
け
る
水
産

物
の
高
機
能
ブ
ラ
ン
ド
化
」
を
テ
ー

マ
に
基
調
講
演
を
行
っ
た
同
研
究
所

の
嵯
峨
直
恆
所
長
は
、
自
身
が
函
館

地
区
で
取
り
組
ん
だ
低
利
用
海
藻
の

ガ
ゴ
メ
昆
布
の
高
機
能
性
研
究
と
そ

れ
を
活
か
し
た
商
品
開
発
、
経
済
効

果
を
紹
介
。
そ
の
上
で
「
全
国
的
に

は
モ
ズ
ク
は
沖
縄
だ
が
、
深
浦
の
イ

シ
モ
ズ
ク
の
方
が
健
康
面
な
ど
の
機

能
性
は
高
い
は
ず
。
イ
シ
モ
ズ
ク
の

高
機
能
性
を
研
究
・
発
信
し
、
漁
業

者
の
収
入
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
こ
と

か
ら
始
め
た
い
」
と
語
り
、
ブ
ラ
ン

ド
化
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
方
策
を

示
し
ま
し
た
。

　

平
均
寿
命
全
国
最
下
位
の
青
森

県
。
厚
生
労
働
省
発
表
の
平
成
25
年

平
均
寿
命
に
よ
る
と
、
深
浦
町
の
平

均
寿
命
も
全
国
と
比
べ
る
と
短
く
、

特
に
女
性
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
６
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
不
名
誉
な
短

命
町
を
返
上
す
る
た
め
に
、
健
康
づ

く
り
や
食
育
の
必
要
性
を
理
解
し
、

健
康
に
な
る
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
育
成

を
目
指
し
た
「
ふ
か
う
ら
平
均
寿
命

ア
ッ
プ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
町
民
文
化

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
約
１
２
０
名
の

参
加
者
が
健
康
づ
く
り
へ
の
意
識
を

高
め
ま
し
た
。

　
町
の
過
去
５
年
間
の
年
齢
別
死
亡

状
況
を
見
る
と
、
69
歳
以
下
で
亡
く

な
る
方
の
死
亡
率
が
、
全
体
の
約
14

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
若
く
し
て
亡

く
な
る
方
の
多
い
こ
と
が
数
字
上
で

も
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
結
果
と

し
て
平
均
寿
命
の
短
さ
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
原
因
と
し
て
は
、

検
診
受
診
率
の
低
さ
に
加
え
、
肥

　
続
い
て
、
魚
卵
加
工
や
海
外
で
の

サ
ー
モ
ン
養
殖
を
手
掛
け
る
㈱
オ
カ

ム
ラ
食
品
工
業
の
岡
村
恒
一
社
長
が

「
日
本
に
お
け
る
養
殖
事
業
の
現
状

と
可
能
性
」
と
題
し
講
演
。
岡
村
社

長
は
「
世
界
の
水
産
業
は
生
産
量
が

年
20
％
増
加
す
る
成
長
産
業
で
あ
る

中
、
日
本
は
30
％
減
少
と
厳
し
い
状

況
。
大
手
ス
ー
パ
ー
や
飲
食
店
が
、

安
定
供
給
と
価
格
の
面
で
養
殖
物
に

シ
フ
ト
し
て
い
る
」
と
、
生
産
と
流

通
の
実
情
を
挙
げ
「
サ
ー
モ
ン
の
需

要
は
ま
だ
ま
だ
伸
び
る
。
深
浦
の
海

水
温
は
稚
魚
の
成
長
に
適
し
て
お

り
、
ま
た
淡
水
も
豊
富
で
日
本
で
の

サ
ー
モ
ン
養
殖
の
最
適
地
だ
と
思

う
。
現
地
加
工
す
れ
ば
雇
用
創
出
に

も
つ
な
が
る
」
と
、
持
論
を
展
開
し

ま
し
た
。

　
最
後
は
「
深
浦
町
に
お
け
る
水
産

業
の
課
題
と
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
、

県
や
町
、
漁
業
及
び
民
間
事
業
者
代

表
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
。
町
の
水
産
業
の
課
題
と
し
て
、

資
源
保
護
へ
向
け
た
人
工
漁
礁
の
設

置
や
地
元
産
水
産
物
の
直
売
、
産
地

間
競
争
に
打
ち
勝
つ
た
め
の
魚
卸
や

小
売
と
の
対
応
な
ど
に
加
え
、
会
場

か
ら
は
消
費
が
落
ち
込
む
エ
ゴ
ノ
リ

の
打
開
策
や
養
殖
事
業
進
出
の
際
の

漁
業
者
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
後

の
展
望
と
し
て
、
漁
業
収
入
ア
ッ
プ

に
向
け
た
事
業
実
施
、
首
都
圏
へ
の

Ｐ
Ｒ
や
地
域
で
の
付
加
価
値
を
付
け

た
販
売
・
加
工
、
販
売
先
と
の
丁
寧

な
対
話
の
必
要
性
が
提
言
さ
れ
ま
し

た
。
　
即
効
性
の
あ
る
振
興
策
は
な
か
な

か
見
い
だ
せ
な
い
水
産
業
に
お
い

水産業の
未来を描く

て
、
新
た
な
未
来
を
描
く
機
会
と
な

っ
た
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
参
加
者

は
、
生
産
者
の
論
理
だ
け
で
は
な
く

消
費
、
流
通
の
視
点
を
意
識
し
、

「
活
気
あ
ふ
れ
る
水
産
業
の
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
重
要
性
を
認
識
し

て
い
ま
し
た
。

「
活
気
あ
ふ
れ
る
水
産
業
の
ま
ち
」

　
　
　
　
　
　
　
　
の
実
現
へ
団
結

満
、
喫
煙
、
多
量
飲
酒
等
、
生
活
習

慣
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
均
寿
命
を
延
ば
し
、
短
命
か
ら

脱
却
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何

か
？
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
１
つ
の
事

例
と
し
て
、
昨
年
「
あ
お
も
り
健
康

づ
く
り
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
た
㈱
小

角
組
の
小
角
博
雄
代
表
取
締
役
が
、

健
診
結
果
に
基
づ
く
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
や
専
門
医
療
機
関
の
受
診
予
約
、

禁
煙
対
策
を
進
め
、
身
近
な
組
織
で

あ
る
「
職
場
」
が
積
極
的
に
健
康
づ

く
り
に
関
与
す
る
こ
と
で
、
従
業
員

の
喫
煙
率
を
71
％
か
ら
28
％
へ
減
ら

し
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
職
場
等
の
健
康
へ
の
関
わ
り
は
、

事
例
発
表
に
続
い
て
講
演
を
行
っ
た

弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
長
の

中
路
重
之
氏
も
同
意
見
で
「
正
し
い

知
識
と
考
え
方
は
、
地
域
、
職
場
、

教
育
現
場
等
で
の
取
組
み
が
大
事
に

な
る
」
と
指
摘
。
さ
ら
に
「
県
民
の

健
康
へ
の
知
識
と
意
識
を
上
げ
る
こ

と
が
、
短
命
対
策
に
つ
な
が
る
」
と

語
り
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
短
命
県
返

上
の
Ｐ
Ｒ
を
一
過
性
で
終
わ
ら
せ
る

の
で
は
な
く
、
健
康
の
知
識
と
意
識

を
人
か
ら
人
へ
伝
え
よ
う
と
、
参
加

者
へ
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
健
康
へ
の
意
識
を
上
げ
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
食
生
活

改
善
推
進
員
や
保
健
協
力
員
の
活
性

化
と
仲
間
づ
く
り
の
重
要
性
」
を
挙

げ
、
健
康
づ
く
り
や
病
気
予
防
の
大

切
さ
を
再
認
識
し
、
健
康
づ
く
り
の

担
い
手
を
育
て
る
こ
と
を
提
案
し
ま

し
た
。

　
町
で
は
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
受

け
て
、
新
た
な
「
健
康
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
宣
言
。
短
命
町
返
上
へ
向

け
、
元
気
で
生
き
い
き
と
し
た
生
活

が
送
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

「
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」

　
住
み
慣
れ
た
こ
の
町
で
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
は
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
す
べ
て
の
町
民
が
「
健
康
こ
そ
宝
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
よ
り

よ
い
生
活
習
慣
を
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
良
い
習
慣
と
は

　
一
　
野
菜
い
っ
ぱ
い
、
う
す
味
の
食
事
を
摂
る
こ
と
で
す
。

　
一
　
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
、
吸
わ
せ
な
い
こ
と
で
す

　
一
　
無
理
の
な
い
運
動
を
続
け
る
こ
と
で
す
。

　
一
　
歯
を
大
切
に
し
、
し
っ
か
り
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
で
す
。

　
一
　
年
に
一
度
は
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

　
ひ
と
り
ひ
と
り
の
小
さ
な
行
動
が
み
ん
な
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
い
、
こ

こ
に
「
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
宣
言
し
ま
す
。

平
成
26
年
９
月
14
日　

ス
ト
ップ
！

　
　
　
ザ
・
短
命
町
！

ス
ト
ッ
プ
！

　
　
　
ザ
・
短
命
町
！
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ダイヤモンド婚顕彰を受け取る
野呂繁雄さん・クニさん

　
長
年
に
わ
た
っ
て
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
、

社
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
高
齢
者
を
敬
愛

す
る
「
生
き
い
き
健
康
福
祉
祭
」
が
９
月
18

日
、
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
吉
田
町
長
が
「
み
な
さ
ん
の

生
き
い
き
と
健
康
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

う
れ
し
い
。
さ
ら
に
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た

め
、
生
き
が
い
活
動
な
ど
の
健
康
事
業
に
参

加
し
、
健
康
へ
の
意
識
を
高
め
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
や
金
婚
、

米
寿
を
迎
え
た
２
３
２
名
の
う
ち
、
出
席
し

た
94
名
の
表
彰
対
象
者
へ
顕
彰
状
と
記
念
品

を
贈
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
金
婚
式
を
迎
え
た
町
社
会
福

祉
協
議
会
の
吉
田
修
会
長
が
、
自
身
の
が
ん

検
診
受
診
に
よ
る
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の

成
果
を
語
り
「
町
の
社
会
福
祉
向
上
に
積
極

的
に
取
組
み
、
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を

し
た
い
」
と
、
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
日
本
民
謡
協
会
全
国
大

会
で
優
勝
し
た
岩
谷
勇
さ
ん
（
岩
崎
下
）
を

始
め
、
歴
代
の
県
民
謡
王
座
が
津
軽
民
謡
や

踊
り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
披
露
。
会
場
内

で
は
、
気
心
の
知
れ
た
友
人
と
笑
顔
で
雑
談

し
た
り
、
互
い
の
長
寿
を
喜
ぶ
姿
が
あ
ち
こ

ち
で
見
ら
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
親
睦
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

　
　

表　

彰

　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
結
婚
60
年
）

◆
花
田
昭
・
い
く
子
（
３
区
）
◆
長
島
誠

一
・
ぬ
い
（
５
区
）
◆
鳴
海
治
雄
・
き
せ

（
崎
の
町
）
◆
佐
藤
正
雄
・
律
子
（
川
原

町
）
◆
野
呂
繁
雄
・
ク
ニ
（
広
戸
）
◆
萩
原

幸
吉
・
キ
ヌ
（
塩
見
崎
）
◆
吉
田
忠
雄
・
せ

つ
ゑ
（
驫
木
）
◆
一
戸
廣
一
・
房
子
（
風
合

瀬
）
◆
兼
平
直
作
・
み
わ
（
田
野
沢
）
◆
木

村
佐
吉
・
ト
ク
（
北
金
２
区
）
◆
福
澤
光

夫
・
啓
（
関
）
◆
木
村
幸
雄
・
な
み
（
柳

田
）
◆
岩
谷
良
作
・
ユ
キ
ヱ
（
岩
坂
）
◆

佐
々
木
良
夫
・
ハ
マ
（
沢
辺
）
◆
七
戸
宇

一
・
つ
ゑ
（
岩
崎
下
）
◆
外
山
行
雄
・
ま
さ

（
岩
崎
上
）
◆
川
内
勇
太
郎
・
栄
子
（
正

久
）
◆
笹
森
忠
明
・
せ
り
（
正
久
）
◆
平

澤
明
・
ふ
み
（
森
山
）
◆
川
内
勇
・
ノ
キ

（
松
神
）
◆
工
藤
良
作
・
ち
江
（
黒
崎
）

　
金
婚
（
結
婚
50
年
）

◆
粟
谷
勇
一
郎
・
幸
（
横
磯
）
◆
蝦
名
嘉

明
・
幸
恵
（
３
区
）
◆
花
谷
忠
昭
・
康
子

（
３
区
）
◆
小
林
繁
志
・
フ
ミ
子
（
４
区
）

◆
岸
本
春
雄
・
ヒ
ロ
子
（
６
区
）
◆
田
村
壽

治
・
さ
つ
子
（
６
区
）
◆
中
林
和
夫
・
照
子

（
崎
の
町
）
◆
千
田
義
勝
・
宣
子
（
川
原

町
）
◆
黄
金
﨑
資
信
・
カ
ツ
（
12
区
）
◆
後

藤
昭
義
・
み
つ
（
12
区
）
◆
工
藤
長
重
・
ク

ニ
ヱ
（
広
戸
）
◆
工
藤
弘
行
・
ア
キ
ヱ
（
広

戸
）
◆
福
沢
秀
弘
・
タ
キ
子
（
相
野
山
）
◆

石
沢
秀
幸
・
久
子
（
塩
見
崎
）
◆
金
山
勇
・

イ
ソ
（
塩
見
崎
）
◆
斉
藤
美
津
雄
・
時
子

（
塩
見
崎
）
◆
野
呂
正
經
・
ハ
ル
ヱ
（
驫

木
）
◆
神
義
春
・
ツ
サ
（
風
合
瀬
）
◆
田

口
勇
・
み
さ
を
（
風
合
瀬
）
◆
大
船
千
代

志
・
リ
コ
（
風
合
瀬
）
◆
野
呂
正
一
・
レ

イ
子
（
風
合
瀬
）
◆
山
本
義
幸
・
睦
子

（
風
合
瀬
）
◆
大
船
國
義
・
ミ
サ
（
晴

山
）
◆
兼
平
愛
助
・
澪
子
（
田
野
沢
）
◆

田
附
康
正
・
葉
子
（
北
金
１
区
）
◆
青
嶋

鉄
男
・
由
紀
（
北
金
１
区
）
◆
小
野
坦
・

ツ
サ
（
北
金
１
区
）
◆
川
村
亀
二
・
み
き

（
北
金
１
区
）
◆
青
島
有
一
・
リ
ツ
ヱ

（
北
金
２
区
）
◆
五
十
嵐
信
雄
・
一
枝

（
北
金
２
区
）
◆
八
木
橋
兼
正
・
セ
コ

（
北
金
３
区
）
◆
八
木
橋
茂
・
キ
ヨ
エ

（
北
金
３
区
）
◆
民
谷
隆
代
・
優
子
（
北

金
３
区
）
◆
民
谷
廣
美
・
ミ
ツ
エ
（
北
金

３
区
）
◆
根
上　

武
・
テ
イ
子
（
北
金
３

区
）
◆
宮
本
安
光
・
ヨ
リ
子
（
北
金
３

区
）
◆
木
村
明
男
・
信
子
（
関
）
◆
堀
内

賢
一
・
静
枝
（
関
）
◆
斉
藤
力
雄
・
マ
サ

子
（
柳
田
）
◆
岩
谷
忠
一
・
廣
（
岩
坂
）

◆
神
馬
源
悦
・
か
つ
ゑ
（
沢
辺
）
◆
神
馬

雄
造
・
綾
子
（
沢
辺
）
◆
菊
池
晃
・
あ
き

子
（
岩
崎
下
）
◆
松
林
健
・
久
子
（
岩
崎

下
）
◆
塩
谷
正
義
・
貞
子
（
岩
崎
中
）
◆

今
廣
・
あ
つ
（
岩
崎
上
）
◆
伊
勢
勇
一
・

ち
ゑ
子
（
正
久
）
◆
亀
川
誠
一
・
キ
ミ
ヱ

（
正
久
）
◆
田
附
光
三
郎
・
サ
チ
ヨ
（
森

山
）
◆
長
谷
部
三
郎
・　

子
（
森
山
）
◆

七
戸
榮
吉
・
昭
（
松
神
）
◆
鈴
木
亀
弘
・

薫
（
黒
崎
）
◆
伊
藤
秀
一
・
あ
き
（
大
間

越
）
◆
蝦
名
理
三
郎
・
き
わ
（
大
間
越
）

◆
工
藤
仁
太
郎
・
タ
ミ
ヱ
（
大
間
越
）

　
米
寿
（
88
歳
）

◆
長
坂
秀
明
（
舮
作
）
◆
砂
賀
せ
い
（
舮

作
）
◆
村
上
二
雄
（
舮
作
）
◆
西
沢
ち
な

（
横
磯
）
◆
木
村
勝
雄
（
３
区
）
◆
花
田
昭

（
３
区
）
◆
星
野
夛
佐
一
（
４
区
）
◆
荒
川

キ
ク
エ
（
５
区
）
◆
佐
藤
て
つ
（
６
区
）
◆

岩
根　
枝
（
６
区
）
◆
工
藤
り
ま
（
７
区
）

◆
海
浦
暁　
（
崎
の
町
）
◆
今
か
つ
ゑ
（
崎

の
町
）
◆
堀
江
フ
ヂ
子
（
崎
の
町
）
◆
松
本

て
い
子
（
崎
の
町
）
◆
竹
越
き
み
（
崎
の

町
）
◆
森
き
ん
（
川
原
町
）
◆
小
山
武
男

（
12
区
）
◆
越
後
房
子
（
12
区
）
◆
小
野
石

次
郎
（
12
区
）
◆
山
本
い
わ
（
12
区
）
◆
西

﨑
に
る
（
広
戸
）
◆
黄
金
﨑　

よ
（
広

戸
）
◆
工
藤
カ
ツ
ヱ
（
広
戸
）
◆
吉
田
光

一
（
塩
見
崎
）
◆
松
沢
涼
江
（
松
原
）
◆

竹
内
さ
た
（
松
原
）
◆
佐
藤
み
な
（
驫

木
）
◆
本
田
れ
い
（
驫
木
）
◆
平
沢
正

（
驫
木
）
◆
星
野
ツ
ル
（
驫
木
）
◆
黄
金

﨑
み
ゑ
（
驫
木
）
◆
浜
谷
た
に
（
驫
木
）

◆
野
呂
と
み
ゑ
（
驫
木
）
◆
吉
田
昭
二

（
驫
木
）
◆
平
沢
イ
ツ
（
驫
木
）
◆
三
浦

イ
ネ
（
風
合
瀬
）
◆
一
戸
勝
雄
（
風
合

瀬
）
◆
山
下
福
松
（
晴
山
）
◆
小
野
秋
蔵

（
田
野
沢
）
◆
八
木
橋
松
雄
（
北
金
１

区
）
◆
松
下
シ
ミ
エ
（
北
金
１
区
）
◆
古

川
ニ
ラ
（
北
金
１
区
）
◆
大
川
彦
八
（
北

金
１
区
）
◆
八
木
橋
傳
之
助
（
北
金
２

区
）
◆
民
谷
寛
（
北
金
３
区
）
◆
宮
川　

ほ
（
北
金
３
区
）
◆
古
川
ユ
キ
ヱ
（
北
金

３
区
）
◆
平
澤
信
一
（
関
）
◆
島
亀
衞

（
関
）
◆
赤
平
つ
さ
（
関
）
◆
清
水
谷
良

子
（
柳
田
）
◆
野
呂
一
雄
（
柳
田
）
◆
世

永
タ
ケ
（
柳
田
）
◆
岩
谷
ニ
ヱ
（
岩
坂
）

◆
岩
谷
タ
ニ
（
岩
坂
）
◆
高
谷
の
り
（
岩

坂
）
◆
岩
森
み
き
（
沢
辺
）
◆
渋
谷
き
そ

（
沢
辺
）
◆
沖
見
み
江
（
沢
辺
）
◆
神
馬

初
實
（
沢
辺
）
◆
菊
池
ユ
キ
（
岩
崎
下
）

◆
七
戸
シ
ワ
（
岩
崎
下
）
◆
七
戸
シ
キ

（
岩
崎
下
）
◆
七
戸
和
子
（
岩
崎
下
）
◆

大
石
芳
子
（
岩
崎
上
）
◆
堀
内
た
ま
（
岩

崎
上
）
◆
柴
田
昭
子
（
岩
崎
上
）
◆
白
取

そ
め
（
岩
崎
上
）
◆
青
山
フ
サ
（
正
久
）

◆
秋
穂
ふ
み
ゑ
（
正
久
）
◆
平
澤
明
（
森

山
）
◆
七
戸
の
ち
（
森
山
）
◆
大
屋
正
藏

（
松
神
）
◆
鈴
木
み
や
（
黒
崎
）
◆
鈴
木

き
そ
（
黒
崎
）
◆
熊
谷
た
み
ゑ
（
黒
崎
）

◆
鈴
木
つ
ま
（
黒
崎
）
◆
伊
藤
與
之
助

（
大
間
越
）
◆
川
村
昭
子
（
大
間
越
）

生
き
い
き
健
康

　
２
３
２
名
の

　
長
寿
者
を
祝
う
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早期健全化基準（25％）

地方債許可基準（18％）

（百万円）

H16H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（億円）

　純負担額　　　交付税算入見込額

　財政調整基金　　減債基金　　合併振興基金　　その他基金
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320
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267

265

1,544

277

311

324

387

408

97

地方税
636,084
8.3％

地方交付税
4,556,961
59.7％

国庫支出金
544,782
7.1％

県支出金
475,483
6.2％

その他
507,311
6.7％ 総務費

1,578,266
21.4％

民生費
1,167,849
15.9％

衛生費
816,245
11.1％

農林水
産業費
504,809
6.8％

公債費（元金）
 1,220,547
16.6％

教育費
405,923   5.5％

消防費
729,108
9.9％

 土木費
331,846
4.5％

 商工費
262,889
3.6％

149

平成25年度
　平成25年度の決算がまとまりましたので、その概要についてご紹介します。
　一般会計においては、財政健全化策を継続した効果などにより、実質収支が２億6,408万8千円の黒字決算とな
りました。また、特別会計を含んだ場合の実質収支についても、３億3,413万5千円の黒字となりました。
　健全化判断比率については、すべての指標が早期健全化基準を下回りました。しかし、実質公債費比率について
は、依然として高い水準にあることから、更なる引下げを図る必要があります。
　平成25年度は、老朽化していた深浦消防署の新築工事を実施し、町民の皆さんの生命や財産を守るための機能
強化を図ったほか、町の活性化のため多くの事業を実施しました。
　町では、近年、健全化判断比率の改善、黒字額の増加など、一時的とはいえ財政状況は好転傾向にあります。し
かしながら、町の歳入の半分以上を占める地方交付税が、町村合併による特例期間の終了により、平成27年度か
ら段階的に削減されることからも、国の政策の動向に十分留意し、今後も緩めることなく継続して行財政改革を推
進し、更なる財政健全化を目指します。

１　平成25年度　深浦町決算総括表

２　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に規定する指標について
⑴　健全化判断比率

  7,636,121 7,364,177 271,944 7,856 264,088
 国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 1,725,445 1,692,951 32,494 0 32,494
 国民健康保険事業特別会計（直診勘定） 190,118 186,585 3,533 0 3,533
 後期高齢者医療特別会計 107,629 107,569 60 0 60
 介護保険特別会計 1,299,755 1,272,967 26,788 0 26,788
 訪問看護ステーション特別会計 25,529 23,345 2,184 0 2,184
 下水道事業特別会計 437,464 432,720 4,744 285 4,459
 財産区特別会計 6,342 5,813 529 0 529
 　 3,792,282 3,721,950 70,332 285 70,047
  

11,428,403 11,086,127 342,276 8,141 334,135

普通会計（一般会計）

合計

会　　　計　　　名 歳入
Ａ

歳出
Ｂ

形式収支
Ｃ（Ａ－Ｂ）

翌年度
繰越財源Ｄ

実質収支
Ｃ－Ｄ

特
　
別
　
会
　
計

（単位：千円）

特別会計　合計

決算報告決算報告

指　　標　　名

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率 
 

算　出　方　法 上段：早期健全化基準
下段：財政再生基準

深浦町の比率 
（Ｈ25決算）

黒字のため
該当なし

14.90%
20.00%
19.90%
30.00%
25.0%
35.0%

350.0%
－

黒字のため
該当なし

15.3％

89.5％

　普通会計赤字額を標準財政規模で割っ
て求めます。
　財産区を除く連結実質収支赤字額を標
準財政規模で割って求めます。
　年間の借金返済額等を標準財政規模等
で割って算出した率の３カ年平均値。 
　普通会計の起債残高、公営企業会計や
一部事務組合の起債残高等、将来普通会
計が負担すべきと見込まれる額の合計を
標準財政規模等で割って求めます。 

⑵　資金不足比率

公営企業会計名

①水道事業会計

②下水道事業特別会計

算　出　方　法 経営健全化基準深浦町の比率 
（Ｈ25決算）

資金不足
なし

資金不足
なし

20.0%

20.0%

　公営企業会計の資金不足額を、事業の
規模（主に料金収入）で割って求めます。
　公営企業会計の資金不足額を、事業の
規模（主に料金収入）で割って求めます。  

 　　
  377,649 384,844 ▲ 7,195

  107,500 285,957 ▲ 178,457

収益的収入 収益的支出 差引

資本的収入 資本的支出 差引
公営企業会計

水道事業会計
（※収益的収入支出は
損益計算書による）

３　健全化判断比率改善への取り組み

４　普通会計決算の状況

５　一般会計の基金（貯金）と町債（借金）の残高の状況

⑴　実質赤字比率 ⑵　実質公債費比率 

　平成20年度以降
は黒字決算となっ
ています。
　平成26年度（見
込）については、
地方交付税の減な
どにより、平成25
年度より黒字額が
減る見込みですが、
今後も黒字決算と
なる見通しです。

30.0

（％）

25.0

20.0

15.0

10.0

  H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26
 実質収支（H26.9月現在） －302 －201 4 129 176 327 268 264 158
 実質収支比率（H26.9月現在） －6.3 －4.1 0.1 2.5 3.3 6.3 5.1 5.1 3.1

実質収支　　……歳入歳出差引額のこと
実質収支比率……歳入歳出差引額を標準財政規模(標準的な収入)で割った率のこと

　町債の繰上償還などによる公債費負担の軽減により、実
質公債費比率は改善しており、平成24年度決算において、
県知事の許可や公債費負担適正化計画の策定が必要な地方
債許可基準（18％）を下回り、今後も18％未満で推移する
見通しです。

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

23.7
22.0 19.6

18.1

16.3 15.4 16.2

　地方税や使用料、繰入金等の自主財源は、13％程度となってい
ます。地方交付税が全体の約6割を占めています。

　公債費（借金返済額）が全体の約２割を占めています。
　また、新たな借金（歳入の地方債）が約9.2億円に対し、返済金
（歳出の公債費元金）が約12.2億円ですので、一年間で借金残高
が約３億円減少しました。

歳　　　入 目的別歳出

地方税
636,084
8.3％

地方交付税
4,556,961
59.7％

国庫支出金
544,782
7.1％

県支出金
475,483
6.2％

地方債
915,500
12.0％

その他
507,311
6.7％

歳入総額
7,636,121千円

歳出総額
7,364,177千円

総務費
1,578,266
21.4％

民生費
1,167,849
15.9％

衛生費
816,245
11.1％

農林水
産業費
504,809
6.8％

公債費（元金）
 1,220,547
16.6％

教育費
405,923   5.5％

消防費
729,108
9.9％

 土木費
331,846
4.5％

 商工費
262,889
3.6％

 災害復旧費
111,817   1.5％

公債費（利子）
141,063   1.9％

その他
93,815   1.3％

基金の状況（平成25年度決算まで）

516

371
100

320

320 300

297

597

601

267

868

904

265

1,169

1,544

1,037

277

230

2,070

311

1,038

581

140

324

2,333

1,038

140

831

2,826

387

1,038

350

1,051

3,387

408

988

390

1,601

　一般会計の基金は平成25年度末で約34億円となりました。そ
のうち平成20年度まで枯渇状況にあった財政調整基金は約16億
円、減債基金は約３億９千万円となりました。

　公債費負担の軽減を目的とした繰上償還や地方債発行の抑制
効果により年々減少しており、今後も減少する見通しです。

町債残高の推移と見通し

　収益的収支において719万5千
円の欠損金を生じました。
　資本的収支における不足額1億
7,845万7千円については、内部
留保資金（過年度損益勘定留保資
金）などで補てんします。

16.1

15.3 15.1

159
153 149

141
133

124
118 114

110 107 105 101 97
95

97 99
92

92
88

85 83
82 81 79 76 73

64 56 50 49 41 36 33 31 28 26 26 25 24

70

93

23
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  議　会 3 2 △　1 事務の統廃合縮小 

  総　務 53 49 △　4 事務の統廃合縮小

  税　務 10 10 0

  民　生 6 5 △　1 事務の統廃合縮小 

  衛　生 1 2 1 業務内容の充実 

  労　働 1 1 0

  農林水産 14 14 0

  商　工 8 8 0

  土　木 8 8 0

  小　計 104 99 △　5 [参考：類似団体の職員数（修正値）108] 

  教　育 15 15 0

  小　計 15 15 0 [参考：類似団体の職員数（修正値）18] 

  病　院 9 9 0

  水　道 7 7 0

  下水道 3 3 0

  その他 20 19 △　1 事務の統廃合縮小 

  小　計 39 38 △　1

 合　　計  158 152 △　6
※　職員数には、教育長１人及び公社派遣１人を含み、広域連合派遣１人、消防事務組合出向７人及び衛生処理組合出向1人を除きます。

一般行政部門

特別行政部門

公営企業等
会計部門

部　門
区　分 主 な 増 減 理 由

職員数 対前年
増減数平成25年 平成26年

１　任用の状況

  採　用　者　数 ８ ８

   試験採用 ６ ６

   選　　考 ２ ２

区　　分

内
　
訳

町長部局等 計

  大　学　卒 172,200円 184,200円

  高　校　卒 140,100円 148,500円

  高　校　卒 採用なし 採用なし

  中　学　卒 採用なし 採用なし

  大　学　卒 採用なし 採用なし

  高　校　卒 採用なし 採用なし

  大　学　卒 201,100円 211,300円

  短　大　卒 188,900円 202,500円

一般行政職

技能労務職

教　育　職

看護保健職

  退　職　者　数 13 13

   定年退職者 7 7

   普通退職者等 6 6

区　　分

内
　
訳

町長部局等 計

給　与　費 初任給 ２年後の給料

平均給料月額
（円）

平均給与月額
（円） 平均年齢

エ　初任給の状況

  住民基本    人件費率  台帳人口 歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ Ｂ／Ａ （25年度末）  

  9,313人 7,364,177千円 264,088千円 1,077,066千円 14.6%

  113人 465,898千円 47,769千円 164,295千円 677,962千円 5,575千円

職員数
Ａ

一人当た
り給与費
Ｂ／ Ａ

給　与　費

給　　料 職員手当 期末・勤
勉手当 計　　Ｂ

ア　人件費の状況 （平成25年度普通会計決算）

１　職員手当には退職手当、児童手当を含まない。
２　給与費は当初予算に計上された額である。

イ　職員給与費の状況 （平成26年度普通会計予算）

  一般行政職 311,288円 333,421円 43.4歳
  技能労務職 －円 －円 －歳

区　分 

経験年数
10年

経験年数
15年

経験年数
20年

  
一般行政職

 大学卒 232,650円 276,200円 319,075円
   高校卒 200,800円 243,600円 295,500円

区　　　分 

ウ　平均給料、平均給与及び平均年齢の状況

（平成26年３月31日現在）

オ　経験年数別平均給料の状況

人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
を
公
表
し
ま
す

深浦町人事行政の運営状況の概要

⑴　定　数
①　職員数の状況
　平成26年４月１日における部門別職員数の状況及び前年度からの主な増減理由については、次のとお
りです。

②　定員適正化計画の状況
　定員適正化に関しては、市町村への事務権
限移譲の推進や町村合併による行政エリアの
拡大等に伴う事務量の増加が見込まれるもの
の、対応すべき行政需要の範囲、内容及び手
法などに検証・見直しを加え、抜本的な事
務・事業の整理、組織の合理化、民間委託の
推進、ＩＣＴ化の推進等を積極的に進め、加
えて、将来に亘る職員の年齢構成のバランス
にも配慮しながら、退職補充を可能な限り抑
制し、定員管理の適正化を図ることとしてい
ます。

⑵　採　用
①　新規採用の状況

⑶　退　職
①　退職者の状況
　職員の退職には、定年に達した職員が退職
する定年退職と、それ以外の退職（本人の自
発的な意志に基づき退職する普通退職や勧奨
により後進に道を開くために退職する勧奨退
職）があります。

②　再任用の状況
　高齢者が長年培った知識・経験を活用する
とともに、60歳代前半の生活を雇用と年金の
連携により支えていくことを目的とする定年
退職した職員を再雇用する再任用制度による
任用は、平成25年度は２人でした。

⑴　給　与
①　給与の定め方
　職員の給与は、国の人事院勧告並びに青森
県人事委員会の勧告を基本に、他の地方公共
団体との均衡に配慮しながら、町議会の審議
を経て条例で定められています。

②　給与のあらまし
　平成26年４月１日における給与の状況につ
いては、次のとおりです。

２　給与、勤務時間その他の勤務条件の状況

（平成26年４月１日現在）
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扶　養
手　当

・配偶者13,000円
・配偶者以外6,500円
配偶者なし１人目11,000円
※満16歳から満22歳
　までの子１人につき
　　　5,000円加算

住　居
手　当

・借家、間借
　限度額27,000円

管理職の地位にある職員
　10,000円～30,000円

管理職が週休日、休日に
勤務　3,000円～7,000円

日直業務に従事した職員
　　　　4,200円

片道2㎞以上で自動車等
の使用が常態である職員
　 2,000円～35,000円

職員が休日等に勤務
１時間当たり
単価×135/100

官署を異にする異動等に
より単身赴任となる職員
限度額　45,000円

通　勤
手　当

管理職
手　当

管理職特別
勤 務 手 当

休日勤
務手当

単身赴
任手当

日　直
手　当

同じ

同じ

異なる

異なる

距離毎の
区 分 と
支 給 額

支給額

同じ

同じ

同じ

同じ

20,929千円

1,752千円

17,399千円

4,380千円

支給なし

支給なし

支給なし

1,445千円

232,544円

146,000円

127,933円

243,333円

支給なし

支給なし

支給なし

12,142円

支給実績
（25年度決算）

6,923千円 50千円
支給職員1人当たり平均
支給年額（25年度決算）

手当名 内容及び
支給単価

国の
制度
との
異同

国　の
制度と
異なる
内　容

支給実績
（25年度
決算）

支給職員
1人当たり
平均支給
年　　額
（25年度
決算）

【特殊勤務手当】
　危険又は困難な業務などに従事する職員に、その勤
務の特殊性に応じて支給されます。

【その他の手当】

区分
手当の名称 主な支給

対象職員
 危険手当 医師、 レントゲン 医　師　1日150円
  看護師 撮影 看護師　1日130円
 往診手当 医師 往診業務 健康保険法の規定に
    よる
 手術手当 医師 診療時間外 時間外分として法定
   の手術 加算される額
 診療手当 医師  診療業務 月額350,000円（所長）
    月額170,000円（医師）

 特別診療手当 医師  診療業務 月額95,000円（所長）
    月額50,000円（医師）

 地域診療手当 医師  診療業務 月額143,000円（所長）
    月額70,000円（医師）
 介護保険事務 医師 診療業務 月額25,000円 従事者手当
 巡回診療車 医師 巡回診療業務 1回5,000円 乗務手当

 集団検診手当 医師 集団検視又は 1回7,000円   予防接種

主な支給
対象業務

左記職員に対する
支　給　単　価

ク　特別職の給料・報酬等の状況
　町長や町議会議長など特別職の給料・報酬等は次の
とおりです。

区分 給料月額等
（参考）類似団体における最高／最低額

 町　長 686,000円 807,500円／363,200円

 副町長 572,000円 670,100円／365,000円

 議　長 266,000円 364,000円／220,000円

 副議長 229,000円 285,000円／168,100円

 議　員 218,000円 263,000円／135,800円

 町　長 （25年度支給割合

 副町長 2.85月分

 議　長 
（25年度支給割合）

 副議長 
2.85月分

 議　員

 町　長 　　（算定方式）　　　　（支給時期）
  給料月額×在職月数×0.455　任期毎（満了時）
 副町長 給料月額×在職月数×0.265　任期毎（満了時）

 開始時刻 終了時刻 休憩時間 勤務時間

 8：15 17：00 12：00～13：00 7時間45分

25年度
支給割合

区　　　分

深　浦　町

（支給率）

 勤続20年 23.03月分 28.7875月分

 勤続25年 32.83月分 38.955月分

 勤続35年 46.55月分 55.86月分

 最高限度額 55.86月分 55.86月分

 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 2～20％加算

 １人当たり平均支給額 2,508 千円 22,158千円

自己都合 勧奨・定年

世帯主（円） その他（円）

期末手当 勤勉手当 期末手当

深浦町職員 （参考）国家公務員

勤勉手当

 １級 主事・技師 15 13.2 10.0

 ２級 主　　　査 14 12.3 13.4

 ３級 係長・主任主査 37 32.5 30.0

 ４級 課長補佐・主幹 35 30.7 35.0

 ５級 課長・参事 12 10.5 10.8

 ６級 総 務 課 長 1 0.8 0.8

 ６月期 1.175月分 0.675月分 1.225月分 0.675月分

 12月期 1.325月分 0.675月分 1.375月分 0.675月分

 合　計 2.500月分 1.350月分 2.600月分 1.350月分

 扶養親族がある場合 89,000 － 

 扶養親族がない場合 51,000 36,800

標準的な
職務内容

職員数（人）構成比（％）

参考
（過去の構成比）

1年前（％）

カ　一般行政職の級別職員数の状況

キ　職員手当の状況
【期末・勤勉手当】
　民間企業のボ－ナスに当たる手当です。

【寒冷地手当】
　寒冷地に勤務する職員に支給されます。

【退職手当】

算定基礎額には、職制上の段階や職務の級等による加算措置（５～15％）
があります

支給額は、11月から翌年3月までの総支給額です。

【時間外勤務手当】
　正規の勤務時間以外に勤務を命じられた場合に支給
されます。

 選挙等休暇 必要と認められる期間 ̶ ̶ ̶

 証人等休暇 必要と認められる期間 ̶ ̶ ̶

 骨髄移植休暇 必要と認められる期間 ̶ ̶ ̶

 ボランティア ５日以内 ̶ ̶ ̶ 休暇

 結婚休暇 連続する５日以内 2 6 ̶

 妊産婦通院 必要と認められる期間 休暇 (1回1日の正規の勤務 ̶ ̶ ̶
  時間の範囲以内)

 産前休暇 8週間（多胎妊娠は14週 ̶ ̶ ̶  間）以内で申し出た期間

 産後休暇 8週間まで ̶ ̶ ̶

 育児休暇 1日2回、各30分以内 ̶ ̶ ̶

 生理休暇 必要な期間 ̶ ̶ ̶

 配偶者出産 2日以内 2 3 ̶ 休暇

 服忌休暇 1日～連続10日 21 63 ̶

 育児参加休暇 5日以内 ̶ ̶ ̶

 子の看護休暇 5日以内 4 13 47

 祭日休暇 1日以内 ̶ ̶ ̶

 夏季休暇 3日以内 155 465 ̶

 現住居の ７日以内 ̶ ̶ ̶ 滅失等休暇

 出勤困難休暇 必要と認められる期間 ̶ ̶ ̶

 退勤途上の 必要と認められる期間 ̶ ̶ ̶ 危険回避休暇

  5日以内
 短期介護休暇 （要介護者2人以上の場合 2 9 ̶
   10日以内)

総付与日数
Ａ

5,903日 1,729日 155人 11.2日 29.30％

総取得日数
Ｂ

対象職員数
Ｃ

平均取得日数
Ｂ／Ｃ

消化率
Ｂ／Ａ

種　類
（Ｈ21.4.1
現在）

取得者
実人数
（人）

日数
（日）

取得実績（延べ）
時間数
（時間）

付与日数（概要）

⑵　勤務時間の状況
　平成26年4月1日における職員の通常の勤務時間は、
次のとおりです。

　③　特別休暇の取得状況

・対象職員には、派遣職員、期間中に育児休業又は休職をした職員は含みま
　せん。
・取得は1日または1時間単位。7時間45分を1日に換算し、1時間未満は1時
　間として計算しています。

⑶　休暇
　職員の休暇には、年次休暇、病気休暇、特別休暇
及び介護休暇がありますが、それらの取得状況につ
いては、次のとおりです。
①　年次休暇の取得状況

④　介護休暇の取得状況
　平成25年度において、職員が配偶者、父母、子、
配偶者の父母その他の規則で定める者で負傷、疾病
又は老齢により日常生活を営むのに支障があるもの
の介護をするための休暇取得者はなかった。

（H25.1.1～H25.12.31）

取得者実人数
日数 時間数

取得実績（延べ）

16人 466日 80時間

②　病気休暇の取得状況 （H25.1.1～H25.12.31）

（H25.1.1～H25.12.31）

給
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３　分限及び懲戒の状況５　研修及び勤務成績の評定の状況

６　福祉及び利益の保護の状況

４　服務の状況

⑴ 　職務専念義務の免除を認めている例の概要
　地方公務員法第35条の規定により、職員は職務に専念する義務を有していますが、当該義務が免除される場
合（職専免）として、次の場合があります。

区　　　　　　　　　　　分

̶

7 農業、漁業

老人保健施設理事
介護認定調査委員
専門職後見人
消防団員

20

営利を目的とする私企業を営むことを目的とする会社その他の役員、顧問、評議員
その他これらに準ずる地位を兼ねる場合

自ら営利を目的とする私企業を営む場合

報酬を得て他の事業又は事務に従事する場合

延べ人数（人） 主な従事内容

⑵ 　懲戒処分の状況
種　類

 免　職 職員の意に反してその職を失わせる処分 ̶

 降　任 現に有している職より下位の職に任命する処分 ̶

 休　職 職を保有させたまま一定期間職務に従事させない処分 1

 降　給 現在の給料の額より低い額の給料に決定する処分 ̶

処分の内容 処分件数

⑴ 　分限処分の状況
種　類

 免　職 制裁として、職員の意に反してその職を失わせる処分 ̶

 停　職 制裁として、一定期間職務に従事させない処分 1

 減　給 一定期間、給料の一定割合を減額して支給する処分 ̶

 戒　告 規律違反の責任を確認し、その将来を戒める処分 ̶

処分の内容 処分件数

職専免が認められる場合

Ⅰ　法律に特別な定めがある場合                                                
　（例）地方公務員法（以下「法」という。）第55条第8項に規定された適法な交渉   
Ⅱ　条例に特別な定めがある場合                                                
　１　研修を受ける場合                                                        
　２　厚生に関する計画の実施に参加する場合                                    
　３　上記のほか、任命権者が定める場合                                        
⑴　感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成10年法律第114号）により、交通を遮断され、又
は制限された場合                                

⑵　特別職として職を兼ね、その職に属する事務を行う場合                      
⑶　町行政の運営上、特に必要と認められる他の地位に属する事務を行う場合      
⑷　休職その他これに類するものとしての勤務しないことについて特に認める場合    
⑸　職務に関連のある国家公務員又は他の地方公共団体の公務員としての職を兼ね、その職に属する事務を行う場合                                                
⑹　上記のほか、任命権者が特に認める場合                                      

　　　ア　スポ－ツ競技大会等に役員等として参加する場合                        
　　　イ　職員の人間ドック受診の場合                                          
　　　ウ　非常勤の消防団員として町内の消防団活動に従事する場合

  災害区分 件　数 

  公務災害 1件

  通勤災害 －件

  計 1件

  胸部エックス線検査 33人
  胃 0人
  尿検 33人
  血圧 33人
  心電図 18人
  １日ドック 65人
  脳ドック 17人

検診の種類

職員総合検診
人間ドック
受診者を除
く。

人間ドック

検査項目 受診者数 備　　考

基
本
研
修

選
択
研
修

  新採用者前期研修 新たに採用された職員 4
  新採用者後期研修 新採用者前期研修修了者 4
  主事・技師研修 主事・技師等の職にある職員で、採用から所定の年数を経過した者 0
  主査研修 主査（係長級）に昇任した職員 2
  管理者入門研修 課長補佐級に昇任した職員 23
  市町村課長級研修 課長級に昇任した職員 4
　　　　　　　 　 37
  危機発生時のマスメディア対応研修 全階層 1
  地域力創造研修　　　　　　 全階層 1
  分かりやすい話し方・説明のしかた研修 全階層 1
  行政サービス適正化研修 全階層 1
  部下力向上研修 全階層 4
  WIN・WINの交渉術研修 全階層 1
   　 9
   　 46

研　修　名区分 対　象　者 修了者数（人）

【自治研修所長が行った研修（各任命権者共通）】

研　修　名 修了者数（人 ） 対　象　者

  人事評価者研修 評価者（課長級・課長補佐級） 21

  庶務研修 係長級までの職員 29

  例規ベースシステム操作研修 全階層 8

  メンタルヘルス研修 全階層 15

  　　　　　　　　　　　　　計 73

【庁内研修】

⑵ 　営利企業等の従事制限の許可基準及び許可状況
　職員が営利企業等に従事する場合には、地方公務員法第38条の規定に基づき任命権者の許可を得る必要が
ありますが、その場合の許可基準は、深浦町職員の営利企業等の従事制限に関する規則で次のとおり定めら
れています。

　⑴　職務の遂行に支障がないこと。
　⑵　その職員の職との間に特別な利害関係又はその発生のおそれがないこと。
　また、平成25年度中の許可状況（過年度からの許可が引き続いている者を含む。）については、次のとお
りです。

⑴ 　研修の実施状況
　職員の勤務能率の発揮及び増進のために行う研修（職場研修、自己啓発、派遣研修等を除く。）として、
平成25年度に実施した内容については、次のとおりです。

⑴ 　セクシュアルハラスメント及びパワーハラスメントの防止対策
　職場におけるセクシュアルハラスメント及びパワーハラスメント防止対策として、平成25年度は特に講じ
なかった。
⑵ 　定期健康診断の実施状況
　職員に対する平成25年度の定期健康診断の実施状
況については、次のとおりです。

⑶ 　公務災害及び通勤災害の発生状況
　平成25年度における公務災害及び通勤災害の発生状
況は下記のとおりです。

⑵ 　勤務成績の評定の実施状況
　地方公務員法では、職員の任用は、受
験成績、勤務成績その他の能力の実証に
基づいて行わなければならないこととさ
れています。
　職員の昇任、昇格、配置などを適切に
行い、職員の能力や業績などをより適切
に評価するため、人事評価制度を導入し
ています。

小　　　　　　　　　　計

小　　　　　　　　　　計
合　　　　　　　　　　計
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入賞者のみなさん（左から秋元さん、小野さん、小島さん）

はっけよいのこった！

ドライバーに安全運転を呼びかける

自然あふれる十二湖をウォーキング

栄養たっぷりの豚汁を振る舞う

声援を力にラストスパート

背中に力をもらい勢いよく走り出す

９
５

ウォッチング

まちか
ど

ウォッチング
みなさんの身近な話題・行事・出来事な
どの情報をお寄せ下さい。
深浦町企画財政課　企画調整係

電話　74－2113

実体験を堂 と々発表実体験を堂 と々発表

９
22 安全運転を呼びかける安全運転を呼びかける

　鰺ヶ沢警察署管内の中学生を対象とした鰺ヶ沢地区少年防犯弁
論大会が、大戸瀬中学校体育館で行われ、４中学校から９名の弁
士が参加。非行防止や日常生活での体験等を発表しました。
　審査の結果、内向的な性格の自分が、父の言葉で前向きになれ
たことを語った小野美穂さん（大戸瀬中２年）が、最優秀賞に輝き
ました。
　なお、入賞者は次のとおり。
　　最優秀賞　小野　美穂（大戸瀬中２年）
　　優秀賞　　秋元　麗奈（岩崎中２年）
　　奨励賞　　小島　千奈（大戸瀬中１年）

　９月21日から30日まで行われた秋の交通安全運動の一環とし
て、交通安全母の会や交通指導隊など関係者が、交通安全街頭指
導を行いました。
　県内での交通事故発生件数は減少傾向となっており、安全運転
を呼びかける地道な運動が実を結びつつあります。
　役場庁舎前で行われた街頭指導では、参加者が通りかかるドラ
イバーに「安全運転をお願いします」と声を掛け、交通安全母の
会が手作りしたマスコットとチラシを手渡しました。

　第６回青森県小・中学校相撲夕陽海岸深浦大会が北金ヶ沢相撲
場で行われ、県内内各地から参加した15チーム、約50名が、稽
古で鍛えた心技体の成果を発揮しました。
　なお、町関係分の結果は次のとおり。
　　個人戦　小学校４年男子　　第３位　八木橋青斗（修道小）
　　　　　　小学校低学年女子　第１位　吉田　悠菜（修道小）
　　　　　　　　　　　　　　　第２位　吉田　彩菜（修道小）
　　　　　　　　　　　　　　　第３位　田中　　結（修道小）
　　　　　　小学校高学年女子　第１位　磯辺日奈子（修道小）

鍛えた心技体を発揮鍛えた心技体を発揮

９
15 歩くことが健康への第一歩歩くことが健康への第一歩

９
20

　町民の健康づくりを目的とした歩け歩け大会が十二湖地内で行
われ、老若男女147名が参加しました。
　ウォーキングコースは、森の物産館キョロロをスタートし、青
池や八景の池を経由、ゴールのアオーネ白神十二湖を目指すルー
ト。念入りな準備運動を終えて歩き始めた参加者は「ウッドチッ
プがあるおかげで、楽に歩くことができる。天気もいいし最高で
す」と話し、足取りも軽やかでした。
　ゴール後は、町食生活改善推進員が用意した栄養たっぷりの減
塩豚汁に舌鼓。身体にも健康にもいい優しい味が好評で、お代わ
りする人が後を絶たず、参加者のお腹を満たしていました。
　ウォーキングによる適度な運動をした参加者は、自然の中を歩
くことで、心身ともにリフレッシュ。健康への第一歩としてのウ
ォーキングの魅力を確認した１日となりました。

　故郷の誇りをタスキでつなぐ青森県民駅伝競走大会が、青森市
内で行われました。
　爽やかな秋晴れの中、沿道からの声援を受けた深浦町の選手た
ちは、少しでも順位を上げようと、持てる力を振り絞って力走。
総合第30位、町の部第15位という成績を収めました。
　　総合タイム　２：00：46 
　　総合　第30位　町の部　第15位 
　　　１区（4.6km）      西﨑　宏光（前田酒類）
　　　　　　　　　　　　【総合36位・町の部21位】
　　　２区（3.8km）      古川　恋（大戸瀬中２）
　　　　　　　　　　　　【総合31位　町の部16位】
　　　３区（4.6km）      奥村　秀樹（㈱誠和）
　　　　　　　　　　　　【総合34位・町の部19位】
　　　４区（6.1km）      村上　八雲（木造深浦３）
　　　　　　　　　　　　【総合33位・町の部17位】
　　　５区（2.5km）      藤森　万里奈（深浦中１）
　　　　　　　　　　　　【総合６位・町の部２位】
　　　６区（5.2km）      五十嵐　航（深浦町役場）
　　　　　　　　　　　　【総合32位・町の部18位】
　　　７区（3.2km）      黄金崎　夏未（深浦町役場）
　　　　　　　　　　　　【総合16位・町の部8位】 
　　　８区（3.8km）      小林　透（大戸瀬中３）
　　　　　　　　　　　　【総合33位・町の部17位】 

９
７ 声援を力に力走声援を力に力走

電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
ご用命は 

任せて安心の 
家族葬から一般葬・社葬まで 
ご予算に応じた御葬儀を 
提案・施工いたします。 

病院・施設等からの搬送は安心の緑ナンバー車で！ 
「一般貨物自動車運送事業（霊柩）第４９７号」 
３６５日・２４時間受け付けております。 

厚生労働省認定
１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６
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ふかうら
いいね！
ふかうら
いいね！

Good Job! Fukaura

広告募集中!!広告募集中!!広告募集中!!
会社やお店の宣伝・
イベントの告知に
ご利用ください!

問合せ先
企画財政課　企画調整係

74－2113

波打つ船上で作業をこなす

針金にカニを刺すのに一苦労

テント完成でハイタッチ!?

お体の悩みはありませんか？

深浦町大字風合瀬字大磯135（２階）　上晴山バス停隣
【問合せ】080-6042-7173（山下）/不定休

カイロプラティック施術（全身） ￥3,000
　　　　お試し15分（骨盤調整） ￥1,000
フェイシャルケアコース ￥5,000

〈健康グッズを取り扱っています〉
　布団、枕、骨盤保護パンツ、健康補助食品（サプリ）、化粧品・・etc

カイロプラクティック院　らっきー

●●大川　昭裕さん●●
（北金２区）

　町の主要産業である水産業。
かつては50億円を超えた水揚量
も半分以下となり、漁業従事者
も減少しています。厳しい環境
の中、大戸瀬の魚の魅力を伝え
たいと奮闘する若手漁業者の大
川さんにお話を伺いました。

漁師こそが生きる道
　長い海岸線を持つ深浦町は、近海に好漁場を抱え、定
置網や底建網、沖合底曳網、棒受網など多様な漁業方法
が行われています。その中で、最も漁業従業者が多いの
が北金ヶ沢地区。21歳の若手漁師の大川さんは、父親と
一緒に底建網漁業に従事しています。
　小さいころから、祖父や父親が船一杯に魚を捕って帰
ってくる姿を見てきた大川さん。魚の仕分けや網仕事の
手伝いをするうちに「自分の仕事は漁師」と考え、中学
卒業後は迷うことなく八戸水産高校海洋生産学科へ進学、
漁業や船舶操作を学ぶ海洋漁業コースで、海に関する基
礎知識を深めました。
　高校時代の一大イベントは、ハワイ沖でのマグロはえ
縄の海洋実習。大川さんは、その操業中に東日本大震災
の発生を知りました。八戸港は船が入れないほど被災し、
実習船は青森港に寄港。実家に帰り、テレビに映る各地
の被害状況を目にしても「海で学んだ知識を生かして、
海を相手に漁師になる」という決意は、揺らぐことはあ
りませんでした。
　そして、高校卒業後は家業に従事。父親と一緒に船に

乗り、漁師としての生活をスタートさせました。

自信があるからこそ広めたい
　北金ヶ沢地区の漁の最盛期は冬から春。まだ夜も明け
きらない朝方から漁に出向き、ときには波をかぶるよう
な時化でも出港する過酷な現場です。それでも「漁師が
大変だと思ったことはない」と、大川さんは言います。
　仕事への苦労は感じないものの、水揚量の減少は大き
な問題。北金ヶ沢地区も年々水揚量は落ち込み、特に主
力であるヤリイカの水揚不振は、深刻な状況となりつつ
あります。
　絶対的な数量が少なくなる中で、魚の価値を上げるに
はどうしたらいいか？浜の活気に少しでも役に立てばと、
大川さんは漁協関係者や漁業従事者38名による、県主催
の「浜の未来塾」へ参加しています。ブランド化や食品
衛生、流通系統等の講義を受け、浜の未来を支える人財
を育てることを目指す事業に「レポートや全く違う分野
の勉強が多くて大変」と、大川さんは苦笑いを浮かべて
います。
　苦労して学んだ分だけ得るものも多いようで、大川さ
んは「浜の未来塾」で得た知識とネットワークを生かし
て、県内の料亭や飲食店に、深浦の新鮮な魚を使っても
らえるような仕組みを検討しています。北金ヶ沢の魚の
鮮度と美味しさには絶対の自信があるものの、現状での
スーパーなどでの表記は「青森県産」。少しでも差別化
を図るため「まずは魚の美味しさをプロの料理人に知っ
てもらうことから始めたい」と、大川さんは考えていま
す。その上で「飲食店で普及すれば大戸瀬、深浦の認知
度は上がる。それをブランド化につなげていきたい」と、
語ってくれました。
　浜の衰退が懸念される中で、少しでも魚の価値を広め
たいと活動する大川さん。北金ヶ沢地区の漁業の担い手
として、今後の活躍に期待が寄せられています。

　子どもたちに人気のイベント「アドベンチャーキャンプ」が今
年も行われ、小学４年～６年生の27名が参加しました。
　自分たちで考え作業することで、自主性や協調性を身につける
このキャンプのメイン行事はタコ採り。子どもたちは、えさとな
るカニをタコ採りの仕掛けにつけ、夕食のための食材確保に挑戦、
スタッフの協力もあり、18匹のタコ採りに成功しました。
　また、ご飯を炊くための空き缶加工や寝泊りするテント設営も、
班ごとに協力。わからない人には優しく教え、困っている人がい
たら進んで手伝い、相手を思いやる心が育まれていました。
　ゲームもテレビもない環境で１泊２日を過ごした子どもたちは、
自然を相手にたくましく「生きる力」を養いました。

自然の中で「生きる力」を養う自然の中で「生きる力」を養う９
27～28

住　　所

氏　　名

電話番号

町政への提言レター

　町では地域住民の声を反映させるため、町民がより
自由な形で意見・要望などの提言を町政に対して行え
るよう、『町政への提言レター事業』を実施します。

◆町政への提言レターは、次の方法で行います。
　町政への提言レター募集用紙を年２回広報紙に折り
込み、全世帯に配布します。切手の貼付、郵便番号の
記載は必要ありません。差出有効期間内は随時受け付
けします。
　町政に対する意見・要望は町の振興に関する建設的
なものとし、個人あるいは特定の団体に対する誹謗中
傷はご遠慮ください。差出人に回答する際に必要とな
るため、住所・氏名の記入をお願いします。
　提言レターが契機となり、町勢振興のための諸施策
に反映されたご意見ご要望や、広く町民のみなさんに
お知らせする必要があるものについては、その提言内
容等を広報紙にてお知らせします。

の り し ろ

の り し ろ
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ろ
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県
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お
使
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い

料金受取人払郵便

五所川原局承認

28

切手不要
（　　　　　）切手を貼らずに
お出しください

差出有効期間
平成27年３月
31日まで有効

0 3 8 2 3 9 0

行

9:00～12:00

3:00～6:00

午
前
午
後

○ ○

○ ○

たけくま動物病院

ITOKU
●

　ももデンタル
　クリニック

●

MEGA
●

至秋田 至大館

至
三
種
町

●
ローソン

●
TUTAYA

ITOKU
●

ホーマック
●

　ももデンタル
　クリニック

●

MEGA
●

至秋田 至大館

四小入口

至
三
種
町

はま
寿司
●

すき家
●

●
ホテルミナミ

●
ホテルミナミ

●くすりの大越
●ちえ美容室

●
ローソン

●
TUTAYA

N

第
四
小
学
校

入院施設有

往 診 快 諾

■ペットホテル・トリミング有
■避妊・去勢手術随時受付
■狂犬病・フィラリア・
　混合ワクチン予防実施
■各種検査、健康診断（血液・
　レントゲン・超音波・内視鏡・
　心電図等）

◎診療時間

秋田県能代市藤山114番地
TEL 0185－89－2666

月 火 水 木 金 土 日・祝日

http://www.takekuma-vet.com/

受
付
時
間
は
終
了
の

30
分
前
ま
で
で
す

○ ○ ○10:00
12:00
〜

3:00
5:00
〜

1:00
3:00
〜

10:00
12:00
〜

○ ○
3:00
5:00
〜

「思いやりの心」と「明るく誠実に接する」動物病院を目指しています。
狂犬病予防注射は病院で随時接種できます。
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図１　テニス肘とゴルフ肘

す こ や か

健　康
万歩計
健　康
万歩計

１次産業振興に向け手を取り合う

手掌を前方に
向けた状態

外上顆炎
（テニス肘）

外上顆炎の場合

（手の平を自分に向ける）

内上顆炎の場合

（手の甲を自分に向ける）

内上顆炎
（ゴルフ肘）

図２　伸筋群のストレッチ 図３　屈筋群のストレッチ

す こ や か

山　内　　　誠　先生
山内クリニック・院長

今 月 の
ドクター

　肘の痛みを引き起こす疾患は様々ありますが，今回は最も多
くみられる上腕骨外上顆炎（じょうわんこつがいじょうかえ
ん）を中心に述べます。
①上腕骨外上顆炎（テニス肘）
　上腕骨外上顆炎は，肘の外側の骨の出っ張った部分（外上
顆）が痛くなる疾患です。日常生活のちょっとした動作で痛
みを感じます。タオルをしぼれない，引き出しを引っ張ると
痛い，ホーキで床を掃けない等々の症状が現われます。
　主婦の方など手をよく使う仕事の方に発生します。重い荷
物を長時間握っているなどの動作でも発症します。バックハ
ンドテニス肘とも呼ばれ，テニスプレーでの片手バックハン
ドの障害です。
　物を強く握る際に，手首を反らす筋肉（手根伸筋）（しゅ
こんしんきん）も収縮します。物を繰り返し握ると手根伸
筋が繰り返し収縮し、この筋が付着している外上顆に引っ
張る力が伝わり，炎症（損傷）をひき起こすことになりま
す。
　治療は，繰り返し握ることや強く握ることを避けます。鎮

痛剤の湿布や内服で痛みをコントロールして，伸筋群のスト
レッチングを行ないます（図２）。
　ステロイドを局所麻酔剤と混ぜて注射すると抜群の効果が
みられ，一回で疼痛が消失することも多いのですが，頻回の
注射は組織を弱くもろくします。注射を受け劇的に疼痛がと
れた場合，またすぐに無理をするのが人の常で，やがて再発
することが多いのです。
②上腕骨内上顆炎（ないじょうかえん）（ゴルフ肘）（図１）
　上腕骨内上顆炎では，手首、指を曲げる筋肉（屈筋群）
（くっきんぐん）と手首を内ひねりする筋肉（回内筋群（か
いないきんぐん）の使い過ぎによって、肘の内側の骨の出っ
張り（上腕骨内上顆）が痛みます。
　物を持ち抱える様に作業をする方や前腕の屈筋群を酷使す
るスポーツ活動によく認められ、別名「ゴルフ肘」とも呼ば
れています。又、フォアハンドを多用するテニスプレーヤー
にもよく発生します（フォアハンドテニス肘）。
　屈曲回内筋が付着する部位の損傷であり、ハンディひとケ
タの上手なゴルファーでは起こりにくく，私のようにスコア
が90を切るのもままならないプレーヤーに起こりやすいと
されます。
　治療は，屈筋群のストレッチ（図３）が効果的です。ステ
ロイドの局所注射も非常に効果がありますが頻回にはできま
せん。

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆さんが
健康で元気に過ごすための必要な情報を提供
し、ドクターからのアドバイスを紹介するコ
ーナーです。

肘の痛みについて

　９月３日、地域経済の柱である農林水産業の発展を目指して、
町とみちのく銀行は「食と農林水産業」の振興と活性化に関する
業務推進協定を締結しました。
　この協定は、資金融資だけでなく同行が持つネットワークや情
報を生産者に提供し、様々な角度からサポートしていくもの。
「食と農林水産業」をテーマとした施策をさらに進めたい町と、
アグリビジネスを拡大したい同行の考えが一致し、協定締結とな
りました。
　締結を終えた高田邦洋頭取は「豊富な農林水産物を抱える深浦
町は、食と農林水産業のポテンシャルが高い地域。まずは水産業
を中心に地域活性化に貢献していきたい」と述べ、吉田町長は
「６次産業化の象徴である深浦マグロ冷凍加工場の建設を進め、
さらに他の水産業者を活性化させたい」と、今後の抱負を語りま
した。

１次産業振興に向け手を取り合う

　10月28日から町の女性検診と骨密度検診が始まります。
　残念ながら深浦町の女性検診受診率は低く、乳がんが9.7%、子宮がんが18.5%（ともにH25年
度）です。対象者からは毎年「忙しくて検診さ、いぐ時間だのなかなか・・・」との声が聴かれま
す。
でも少しだけ想像してみてください。もしもあなたがいないその少し先の未来のことを・・・・。
あなた自身も大切な家族もかけがえのない時間を失うことになってしまいます。
お願いです。２時間だけ女性である“あなた自身”のために検診へ行く時間を分けてあげてください。
　今年から女性検診、骨密度検診ともに無料となりました。近くでお得に“健康で安心”をプレゼント
してみてはいかがでしょう？

１年のうち２時間だけ “あなた自身” に時間を分けてください

乳がん・子宮がんによる死亡数（厚生労働省の人口動態統計より抜粋）

深浦町における過去５年間の乳がん・子宮がんによる死亡者年代別内訳（H21年～H25年）

死亡原因（H21～25年） 女性：がんの部位別死亡（H21～25年）

がん種別

 乳 が ん 4,922人 7,763人 10,721人 12,731人 12,529人 13,145人

 子宮がん 4,912人 4,865人 5,381人 6,075人 6,113人 6,032人

がん種別 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90～94歳 計

 乳 が ん 1人 1人 1人  1人   1人  5人

 子宮がん    1人     1人 2人

1985年 1995年 2005年 2011年 2012年 2013年

※全国的に右肩上がりで増えていることが分かります。

※すでに受診票は対象者へ送付されています。内容物を確認し、検診にのぞみましょう。
　わからないことはケアセンターまでお問い合わせください。
　地域包括ケアセンター　℡ ７６－２０４２

悪性新生物
26％

心疾患
20％

呼吸器疾患
10％

老衰
10％

脳血管疾患
9％

その他
25％

その他
15％

子宮
2％

ぼうこう
4％

大腸
24％

肺
14％

胃
13％すい臓

10％

肝臓
9％

乳房 5％
胆のう・胆道 5％
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お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

　

深
校
だ
よ
り

太
宰
の
宿

ふ
か
う
ら
文
学
館

今
月
の
一
冊

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

太
宰
の
宿
ふ
か
う
ら
文
学

館
が
お
薦
め
す
る
書
籍
を

紹
介
し
ま
す
。

「
東
大
生
と
語
る
」

　

８
月
28
日
、
体
験
活
動
で
深
浦
町
を
訪
れ
て
い
た
東

大
生
５
名
を
お
招
き
し
て
「
東
大
生
と
語
る
」
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
東
大
生
を
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
１
、
２
、
３
年
次
の
教
室
に
行
っ
て
も
ら
い
、
東
大

入
学
の
動
機
、
高
校
時
代
の
活
動
、
大
学
生
活
等
に
つ

い
て
話
し
て
も
ら
っ
た
あ
と
で
、
今
度
は
深
校
生
に
対

し
て
質
問
を
し
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
東
大
大
学
院
生
の
小
嶋
淳
広
さ
ん
は
、
弓
道
部
と
勉

強
の
両
立
に
励
ん
だ
高
校
生
活
に
つ
い
て
話
し
、
生
徒

に
、
「
勉
強
法
で
工
夫
す
る
べ
き
こ
と
は
、
ど
う
や
っ

て
や
る
気
を
出
す
か
と
い
う
こ
と
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
文
学
部
４
年
の
小
笠
原
一
樹
さ
ん
は
、
東
大

に
入
る
た
め
に
、
高
２
の
秋
か
ら
猛
勉
強
し
、
高
３
の

夏
休
み
に
は
毎
日
13
時
間
勉
強
し
た
と
話
し
、
そ
れ
を

聞
い
た
生
徒
は
驚
き
を
隠
せ
な
い
よ
う
で
し
た
。

　
ど
の
方
も
、
自
分
の
す
す
む
べ
き
道
を
は
っ
き
り
見

定
め
、
そ
れ
に
向

か
っ
て
ま
っ
す
ぐ

に
進
ん
で
い
る
様

子
が
見
て
取
れ
ま

し
た
。
生
徒
に
も

良
い
刺
激
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。

ふ
る
さ
と
研
修
講
座

　

９
月
11
日
、
え
の
木
保
育
園
園
長
の
大
沢
潤
蔵
氏
を

お
招
き
し
、
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
大
沢
さ
ん
は
、
ま
ず
深
浦
町
の
山
の
幸
や
海
の
幸
の

豊
か
さ
に
触
れ
、
世
界
で
一
番
恵
ま
れ
た
地
域
に
生
ま

れ
た
こ
と
に
誇
り
を
も
つ
べ
き
だ
と
お
話
し
ま
し
た
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
深
浦
の
持
つ
資
源
は
、
生
か
さ
れ

て
い
な
い
部
分
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
、
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
か
考
え
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で

あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
お
話
は
ご
自
身
が
代
表
を
つ
と
め
て
い
る

〝
い
い
べ
！
ふ
か
う
ら
〞
の
「
手
を
振
り
隊
活
動
」
か

ら
社
会
人
の
心
得
へ
と
移
り
、
充
実
し
た
１
時
間
が
終

わ
り
ま
し
た
。

　
生
徒
の
感
想
文
に
は
「
自
然
の
豊
か
さ
な
ど
、
深
浦

の
魅
力
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
」
、

「
こ
れ
か
ら
社
会
人
に
な
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う

に
生
き
て
ゆ
け
ば
よ
い
か
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」
等

が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
お
話
を
聞
く
こ
と
で
こ
れ
ま

で
の
自
分
を
見
つ
め
直
し
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
姿
を

思
い
描
く
き
っ
か
け
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

10
・
11
月
の
行
事
予
定

10
月
25
日（
土
）　
深
校
祭
（
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
）

　
　
26
日（
日
）　
深
校
祭
（
一
般
公
開
）

　
　
27
日（
月
）〜
28
日（
火
）　
振
替
休
日

11
月
５
日（
水
）　
生
徒
会
役
員
選
挙

　
　
11
日（
火
）〜
14
日（
金
）　
授
業
公
開
週
間

※

深
校
の
授
業
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
公

開
し
ま
す
。
（
９
：
00
〜
15
：
00
）

ぜ
ひ
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

　
　
14
日（
金
）　
中
高
連
携
協
議
会

　
子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
、
身
近

な
社
会
＝
「
よ
の
な
か
」
の
仕
組
み

を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
図

鑑
で
す
。

　
事
件
が
な
い
と
き
警
察
官
は
何
を

し
て
い
る
の
か
？
　
自
動
販
売
機
の

中
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
　
お

金
は
銀
行
で
作
っ
て
い
る
の
か
？
　

な
ど
な
ど
、
子
ど
も
の
抱
く
素
朴
な

疑
問
に
豊
富
な
イ
ラ
ス
ト
と
易

し
い
文
章
で
答
え
て
く
れ
ま
す
。

　
内
容
に
関
連
し
た
ク
イ
ズ
や
、

料
理
、
工
作
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
、
子
ど
も
の
探
究
心
を
引
き

出
し
、
身
の
ま
わ
り
の
社
会
へ

の
興
味
や
知
識
を
広
げ
る
手
助

け
と
な
る
よ
う
な
工
夫
も
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
大
人
に
な
る
に
つ
れ
て
、
わ

か
っ
た
つ
も
り
に
な
っ
て
い
た
り
、

当
た
り
前
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

世
の
中
の
様
々
な
知
識
で
す
が
、
こ

の
図
鑑
を
読
む
と
、
ま
だ
ま
だ
新
鮮

な
驚
き
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
ま
す
。

　
好
奇
心
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
と
一

緒
に
、
大
人
も
新
し
い
発
見
を
探
し

て
図
鑑
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

子
ど
も
の「
知
り
た
い
！
」に
応
え
ま
す
。

『
楽
し
く
遊
ぶ
学
ぶ

　

よ
の
な
か
の
図
鑑

　

 

（
小
学
館
の
子
ど
も
図
鑑

　
　
　
　
　
　

プ
レ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
）』

寺
本
　
潔
／
監
修

小
学
館
／
発
行

太
宰
の
宿

ふ
か
う
ら
文
学
館

今
月
の
一
冊

《９月末日現在》（　）内は前月比

男 …… 4,353人
4,884人
9,237人
3,897世帯

（－ 3）
（－ 6）
（－ 9）
（－ 2）

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.86㎢

８
月
21
日
〜
９
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯

コ
ン
ビ
ニ
の
旗
が
羽
搏
く
秋
日
和
　
　
　
　
　
　
　
村
　
上
　
鮒
黒
朗

青
空
へ
向
か
う
飛
蝗
の
強
き
脚
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
浦
　
木
乃
美

か
な
糸
に
く
く
り
付
け
た
る
飛
蝗
か
な
　
　
　
　
　
山
　
本
　
正
一
郎

小
字
越
え
大
字
跳
び
の
ば
つ
た
か
な
　
　
　
　
　
　
石
　
田
　
か
つ
ら

旗
竿
に
ま
た
き
て
止
ま
る
赤
と
ん
ぼ
　
　
　
　
　
　
草
　
野
　
瑛
　
子

葡
萄
ば
た
け
人
と
猿
と
の
知
恵
く
ら
べ
　
　
　
　
　
坂
　
本
　
り
　
き

秋
空
に
旗
雲
あ
れ
は
誰
の
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
浦
　
恵
美
子

葡
萄
狩
り
妻
の
籠
か
ら
あ
ふ
れ
だ
し
　
　
　
　
　
　
乳
　
井
　
光
　
昭

運
動
会
意
地
の
張
り
合
ふ
応
援
旗
　
　
　
　
　
　
　
蒲
　
田
　
吟
　
竜

鰡
飛
ん
で
湾
に
自
由
の
旗
じ
る
し
　
　
　
　
　
　
　
草
　
野
　
力
　
丸

（

）

山　

本　

凪　

咲　

光　

洋　

風
合
瀬

　
　
　
　
　
　
　
　

千　

愛

さ

な
ぎ

（

）

山　

﨑　

侑　

志　

和　

弘　

北
金
１
区

　
　
　
　
　
　
　
　

春　

菜

し

ゆ
う

平
均
寿
命
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
「
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」
。
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
自

分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
出
さ
れ
た
５
つ
の
宣
言
内
容
は
、
そ
の
ど
れ
も
が
な
る
ほ
ど

な
と
い
う
内
容
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
宣
言
を
契
機
に
自
分
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

年
を
取
っ
た
せ
い
か
、
最
近
は
野
菜
や
う
す
味
の
食
事
が
好
み
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

実
は
、
５
つ
の
宣
言
の
う
ち
で
実
践
で
き
て
い
る
の
は
こ
れ
だ
け
。
た
ば
こ
は
吸
う
し
お
酒

も
飲
む
、
家
で
は
ご
ろ
ご
ろ
。
お
ま
け
に
も
検
診
に
も
な
か
な
か
足
が
向
き
ま
せ
ん
。

ま
さ
に
、
平
均
寿
命
の
短
い
青
森
県
の
男
性
の
典
型
的
な
状
況
。
少
し
で
も
健
康
へ
の
意

識
を
持
と
う
と
、
と
り
あ
え
ず
は
検
診
受
診
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

野　
呂　
つ　
ね
（
85
歳
）
相
野
山

一　
戸　
榮　
作
（
88
歳
）
風
合
瀬

大　
船　
き
み
ゑ
（
82
歳
）
晴　
　
山

兼　
平　
義　
彰
（
65
歳
）
田
野
沢

小　
野　
と　
せ
（
98
歳
）
田
野
沢

舛　
谷　
喜
久
雄
（
79
歳
）
北
金
１
区

青　
嶋　
み
つ
ゑ
（
88
歳
）
北
金
１
区

木　
村　
フ　
サ
（
88
歳
）　

関

藤　
沢　
　
功　
（
52
歳
）　

関

派　
谷　
正
太
郎
（
80
歳
）
岩　
　
坂

岩　
森　
ト　
ム
（
80
歳
）
沢　
　
辺

塩　
谷　
せ
つ
子
（
62
歳
）
岩
崎
下

菊　
池　
芳　
樹
（
57
歳
）
岩
崎
上

堀　
内　
か　
つ
（
85
歳
）
岩
崎
上

泉　
谷　
昭　
一
（
79
歳
）
正　
　
久

野　
呂　
い　
ま
（
95
歳
）
５　
　
区

秋　
元　
ミ　
ヨ
（
94
歳
）
長
慶
平

野　
呂　
　
勝　
（
61
歳
）
東　
　
野

工　
藤　
文　
悦
（
60
歳
）
広　
　
戸　

斉　
藤　
喜
一
郎
（
84
歳
）
塩
見
崎

黒　
滝　
タ　
マ
（
92
歳
）
塩
見
崎

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

♥
秋　

元　

敏　

輝
（
沢　
　

辺
）

柏　

倉　

智
栄
子
（
４　
　

区
）

♥
今　
　
　

祐　

磨
（
岩
崎
中
）

徳　

田　

亜　

妹
（
岩
崎
中
）



ちびっこ
　チャン

ピオン　　

ちびっこ
　チャン

ピオン　　

ちびっこ
　チャン

ピオン　　

ちびっこ
　チャン

ピオン　　
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「ハロウィンパーティー」

（左から）

　な が や　り　　こさん（６さい）

　ひらおか　る き なさん（６さい）

　さいとう　か ず きくん（５さい）

　まつさわ　か ん なさん（５さい）

みよし保育園のなかよしたち

「ハロウィンパーティー」

このコーナーでは、元気いっぱいな園児達の作品を
ご紹介していきます。

発
行
／
青
森
県
深
浦
町
　
編
集
／
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

☎
0
1
7
3―

74―

2
1
1
1
（
代
表
）

ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/

10月号
No.115

（　　　）
櫛引　日夏ちゃん
　父　浩　昭さん　　　　
　母　春　菜さん　３　区

に な

（　　　）
原田陽日樹ちゃん
　父　正　智さん　　　　
　母　知恵子さん　正　久

びひ き

（　　　）
佐藤　紅華ちゃん
　父　峰　幸さん　　　　
　母　遥　香さん　崎の町

くれ は

このコーナーでは、１歳を迎え
たチビッコ達をご紹介します

こんなに

　元　気　
です！

　
９
月
４
日
、
岩
坂
地
区
で
「
し
ら
か
み
の
さ
と
」
を
運

営
す
る
医
療
法
人
敬
生
会
の
越
前
常
務
が
町
役
場
を
訪

れ
、
医
療
や
福
祉
の
発
展
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
夏

ま
つ
り
開
催
で
の
バ
ザ
ー
売
上
金
約
６
万
円
を
寄
附
し
ま

し
た
。

　
こ
の
寄
附
金
は
、
町
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
役
立
て

ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
向
上

　
　
　
　
　
　
の
た
め
に
寄
附

福
祉
サ
ー
ビ
ス
向
上

　
　
　
　
　
　
の
た
め
に
寄
附


